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【目  的】  
心臓シネ MRI における feature tracking 法を用いて、心拍動による  肝臓の
受動的変形度 (liver strain)の解析法を開発し、 Fontan 術後およびファロー四
徴症術後患者の遠隔期における liver strainと肝機能障害の重症度との関連を
明らかにする。  
【方  法】  
 心臓評価のために撮像された Fontan 術後患者 85 人（平均 22.9 歳）、ファ
ロー四徴症術後患者 43 人（平均 34.6 歳）、対照群 32 人（平均 42.3 歳）の心臓
シネ MRI を遡及的に分析した。  
静磁場強度 1.5 テスラで撮像された心臓シネ MRI で、心拍動による頭尾方向
の肝臓の受動的変形を feature tracking 法を用いて算出し、 liver strain と
定義した。Fontan 術後患者群、ファロー四徴症患者群、対照群の 3 群間の liver 
strain を one-way ANOVA にて比較した。また、 liver strain と肝機能の関連を
Mann-Whitney U test にて検討した。            
【結  果】  
Fontan 術後患者およびファロー四徴症術後患者の liver strain は対照群と
比較して有意に小さかった（ Fontan 術後患者群， 13.3±6.5 %; ファロー四徴
症患者群， 15.0±11.2 %; 対照群， 23.1±10.2%, p<0.0001）。また、 Fontan 術
後患者およびファロー四徴症術後患者を liver strain 15%で 2 群に分けた場合、
慢性肝障害の指標である MELD スコアが liver strain 15％未満の患者群で有意
に大きかった（ 5.9±5.8 vs. 2.9±2.9, p<0.001）｡                                   
【考  察】  
従来の心臓シネ MRI 上で心拍による肝臓の受動的な変形に注目して、フォン
タン手術後およびファロー四徴症術後患者の慢性肝障害を評価する新しい画像
解析技術を開発した。  
対照群と比較し Fontan 術後患者およびファロー四徴症術後患者では、 liver 
strain が減少し、 liver strain の低下は  MELD スコア高値と関連した。 MELD
スコアは、 Fontan 患者  における肝生検の線維化との相関が報告されており、
MELD スコアが高いフォンタン術後患者は、心臓突然死、心不全、および心臓移
植後の予後不良と報告されている。よって、 liver strain の低下は術後の予後
予測因子となり得ると考えられた。  
【結  論】  
Liver strain はフォンタン術後やファロー四徴症術後患者において慢性肝障
害の指標である MELD スコアと相関した。心臓シネ MRI における Feature 
tracking 法を用いた liver strain は術後遠隔期の慢性肝障害の程度を評価す
る非侵襲的な指標となると考えられた。  
 
